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熊谷 守一（くまがい もりかず）

資 料

短冊 『心外無別法 熊谷守一』

・「心外無別法 しんげにべっぽうなし」は禅語

＊落款は「守一」

作 者

１８８０（明治１３）．４．２－１９７７（昭和５２）．８．１

岐阜県恵那郡（中津川市）生まれ。

東京美術学校を卒業し「文展」に入賞する。独自の画風を

築き、特定の会派に属さず自由な画家であり「画壇の仙

人」と呼ばれる。
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